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新見市防災公園完成！
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４
月　

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
新
見

２４

市
防
災
公
園
」は
、
安
全
で
安
心
で
き
る

都
市
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
大
規
模
災

害
時
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
避
難
場
所

と
し
て
、
ま
た
、
物
資
・
緊
急
車
両
の

中
継
基
地
と
な
る
活
動
拠
点
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

公
園
内
に
は
、
非
常
用
の
物
資
を
蓄

え
て
お
く
備
蓄
倉
庫
、
生
活
用
水
を
確

保
す
る
た
め
の
給
水
施
設
お
よ
び
耐
震

性
貯
水
槽
、
防
災
公
園
の
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
非
常
用
発
電
機
、
仮
設
避

難
テ
ン
ト
と
な
る 
四
阿 
な
ど
、
非
常
時

あ
ず
ま
や

に
役
立
つ
防
災
施
設
を
整
備
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

（
�
�
６
１
４
８
）

災害時に様々な利用をすること

ができます

スタンド・サッカー場

耐震機能を備えた貯水槽です

耐震性貯水槽

災害時には避難場所や対策本部
として利用できます

防災四阿    （仮設避難テント）
あずまや

新新新新新新見見見見見見市市市市市市 防防防防防防災災災災災災公公公公公公園園園園園園防災公園
 防災施設をご紹介します

全４棟

��



市報にいみ 第７４号
May 20113

災害時に必要となるカート
を収納したベンチです

カート収納ベンチ

太陽光および風力エネ太陽光および風力エネ
ルギーにより災害時のルギーにより災害時の
停電状態でも照明の明停電状態でも照明の明
るさを提供できまするさを提供できます

ソーラー照明灯

テント設営などができますテント設営などができます

芝生広場

災害時に炊き出し用かまど
として利用できます

かまどベンチ

非常用物資を備蓄する
倉庫を設置しています

備蓄倉庫

新新新新新新見見見見見見市市市市市市 防防防防防防災災災災災災公公公公公公園園園園園園新見市 
防災公園の　

��

全１０基

全２棟

全２灯

��
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去
る
３
月　

日
に
東
北
・
関
東
地
方
を
中
心
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」

１１

に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
み
な
さ
ま
に
は
、

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
地
へ
の
支
援
と
し
て
、
義
援
金
並
び
に
救
援
物
資
の
ご
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
早
速
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
の
窓
口
な
ど
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
・
救
援
物
資
に
つ
い
て
、
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

�
義
援
金

・
寄
託
金
額
（
４
月　

日
現
在
）

１５

　

１
５ 
� 
７
１
５ 
� 
５
５
７
円　
　
 

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は

４
月　

日
に
岩
手
県
、
宮
城
県
、

２１

福
島
県
の
各
市
長
会
へ
送
付
し
、

被
災
者
の
支
援
に
充
て
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
表
す
る
こ
と
に
同
意

を
い
た
だ
い
た
法
人
、
団
体
は
次

の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

義
援
金
は
、
引
き
続
き
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。「
寄
付
金
受
領
証

明
書
」
が
必
要
な
場
合
は
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

�
救
援
物
資

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
救
援
物
資

は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
、

公
設
国
際
貢
献
大
学
校
を
通
じ
て

随
時
、
被
災
地
へ
直
接
お
届
け
し
、

お
役
立
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
被
災
地
の
要
望
に
応
じ

て
、
受
付
品
目
の
優
先
度
が
変
わ

る
た
め
、
お
預
か
り
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

・
受
付
品
目

　

紙
お
む
つ
、
お
し
り
ふ
き
、

　

粉
ミ
ル
ク
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー（
軟
水
）、
生
理
用
品
、

　

マ
ス
ク
、
雨
ガ
ッ
パ

  　

新
品
ま
た
は
未
使
用
に
限
る
。

（注）

支
援

に
つ
い
て

の

東
日
本
大
震
災
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�
市
の
支
援
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
義
援
金
１ 
� 
０
０
０

万
円
を
３
月　

日
に
岡
山
県
市

３０

長
会
を
通
じ
て
被
災
者
の
支
援

に
充
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金額（円）団体等の名称金額（円）団体等の名称

３０,０００西方　江道町町内会２０,０００新見　木谷・桜　大組

２８９,９００大佐永富　中曽地区救援会１０,０００新見　宮地町２丁目

１２６,７７７新見市保育協議会１０,０００グループホーム　ファミリア愛　従業員一同

１５,０００井倉　幸田矢茂婦人会５０,０００新見中央病院　職員互助会

２０,０００西方　緑町１－１５０,０００金谷五区

１,６００,０００新見市役所　職員一同２００,０００(株)マンタ

５０,０００備北バス（株）２０,０００正田空手道スポーツ少年団保護者の会

２５,０００備北バス（株）　新見営業所　従業員一同
９,８２１

第２１回阿新松涛杯空手道選手権大会
日本空手協会　岡山県阿新支部 １０,０００阿新美装（有）

１００,０００(株)三備電業社　従業員一同５００,０００（有）小野電設

１１,６９２お好み焼き　あい１００,０００（有）小野電設　従業員一同

３５０,５４１中川メロディーを歌う新見市民の会実行委員会３０,０００素心流煎茶いけばな文人華　新翠会

７９７,６５２新見市校園長会２０,０００ダマース社

１,０５０,０００新見市建設業協会５０,０００新見市文化協会

２０,０００西方　緑町六丁目一町内会（１０戸）１０,０００新見　上ノ丁　下組

２０,０００西方　緑町六の二２０,０００(有)新見石材店

５０,０００三共精粉労働組合員一同７８,７９２熊谷中学校　生徒会

３１,６５７新見千屋温泉募金箱
９２,１６３

新見高等学校　吹奏楽部
新見第一中学校　吹奏楽部 ３０,０００新見　明治町４丁目

４５,１６４下熊谷少年を育てる母の会１００,０００新見環境（有）

１３,０６９ほほえみ広場にいみ１００,０００環境管理（有）

１５０,０００杉岡建設（株）　従業員有志５００,０００新見民間車検工場会

１８８,０００下熊谷地区地域振興会５０,０００（有）げんき　職員

１００,０００（有）瀧川商会４９３,９９２岡山県共生高等学校

３０,０００新見婦人会コーラス部１５０,０００新見市消防団　大佐分団第三部

５０,０００高尾若連中１００,０００にいみ清掃(株)・山陽環境開発(株)社員互助会

３０,０００高尾　弓削上組　３０,０００（有）新見電装設計

３０,０００高尾　石指地区１３,０００（有）介護福祉支援センター

１２,０００草間　羽代・滝本地区３０,０００表千家　新見地区同好会

１００,０００（株）いぶき２１,１００大佐中学校生徒会

３０,０００高尾　高西町町内会２３０,３３２新見公立大学　職員一同

１００,０００アテツ石灰化工（株）４０３,６５２新見公立大学・短期大学学友会執行部

６３,１４１げんき広場にいみ３３７,１２８新見公立短期大学看護学科２年生有志

９,４９４,５７３６６団体９５,０００シーアイ化成(株)岡山工場　有志一同

※　公表を希望されない法人および団体等は７団体で、１,３４３,０００円の寄託がありました。
※　個人の方から寄託された義援金については、窓口受付分のほか、市が設置した募金箱および　
　　指定口座に直接振り込まれた義援金を合わせて４,８７７,９８４円ありました。
　　なお、個人については公表しないこととしております。
※　公表した団体等の名称は、申し出のあった名称をそのまま掲載しております。

■公表することに同意をいただいた法人および団体 （４／１５現在　受付順　敬称略）

合　計品　　　目

５,６５０ 枚紙おむつ（大人用）

３,８２０ 枚紙おむつ（子供用）

２２,５２３ 枚おしりふき

１４５ 個粉ミルク

８,５０１ 枚生理用品

８６,９４２ 枚マスク

８１４ 枚毛　布

１０５ 枚タオルケット

１１ 個寝　袋

８５０ 組軍　手

１１ 枚ブルーシート

１０ 着雨ガッパ（大人用）

１５ 着雨ガッパ（子供用）

※　指定品目以外のトイレットペーパーやボックス
ティシュ等についても、多数お預かりしており、岡
山県を通じて被災地に送りました。

　

ま
た
、
人
的
支
援
と
し
て
、

被
災
地
に
職
員
を
派
遣
し
て
お

り
、
引
き
続
き
要
請
に
応
じ
て

対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

・
職
員
の
派
遣
状
況

　
　
　
　
　

（
４
月　

日
現
在
）

１５

　

消
防
８
名
、

　

上
水
道
・
下
水
道
関
係　

名
、

１０

　

保
健
師
１
名

　
　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

総
務
課
総
務
係

　
　
　

（
�
�
６
２
０
４
）

■救援物資 （４／１５現在　指定品目のみ集計）
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災
害
時
要
援
護
者
と
は

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
の
う
ち
、
災
害
時
に
お
い
て

地
域
で
の
支
援
を
希
望
す
る
人

で
、
支
援
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
個
人
情
報
を
支
援
関
係
者

に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
た

人
で
す
。

　

�
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
お

よ
び
高
齢
者
の
み
世
帯
の

人

　

�
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

　

�
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

　

�
精
神
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

　

�
そ
の
他
地
域
で
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
人

　

災
害
時
に
支
援
を　
　

　

受
け
る
た
め
に
は

　

災
害
時
に
支
援
を
受
け
る
た

め
に
は
、
災
害
時
要
援
護
者
台

帳
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世

７５
帯
の
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成　

年
度
か
ら
災
害
時
要
援
護

２１
者
台
帳
へ
の
登
録
を
は
じ
め
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
人
に

つ
き
ま
し
て
も
、
台
帳
登
録
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
申
請
書
は
、
福
祉
課
高

齢
者
福
祉
係
・
各
支
局
地
域
振

興
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
市

役
所
ま
た
は
地
区
の
民
生
委
員

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
地
域
協
力
者
に
つ
い
て

　

申
請
の
際
に
は
、
ご
本
人
に

「
地
域
協
力
者
」を
決
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

地
域
協
力
者
と
は
、
災
害
時

要
援
護
者
に
対
し
て
、
普
段
か

ら
の
見
守
り
や
、
災
害
時
に
情
報

を
伝
え
た
り
、
避
難
の
手
助
け
を

す
る
な
ど
の
協
力
を
行
っ
て
い

た
だ
く
人
で
す
。

　

地
域
協
力
者
は
、
で
き
る
範
囲

で
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
人

で
、
支
援
活
動
に
つ
い
て
法
的
責

　

市
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
に
対
し
て
、
災
害
情
報
の
提
供
や
避
難
な

ど
の
手
助
け
が
地
域
の
中
で
素
早
く
安
全
に
行
わ
れ
る
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
見
市
災
害
時

要
援
護
者
支
援
制
度

 

に
つ
い
て

新
見
市�

地　域�

避難�
勧告　等�

避難情報の連絡�

安否情報�

連絡�
支援�

連絡�

支
援�

���

連
絡�

連絡・支援�

民生委員�

児童委員協議会�

振興会�

自主防災組織　等�

地域協力者�

要援護者�

支援団体�

＜災害時要援護者支援のイメージ図＞

任
や
義
務
を
負
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
２
５
）
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　 にいみ
男女共同参画
プラン
 を策定しました！

　

市
で
は
、
こ
の
た
び
「
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
」
お
よ
び
、「
新

見
市
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
の
規
定
に
基
づ
き
策
定
し

て
い
た
新
見
市
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
「
に
い
み
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
の
計
画
期
間
が
平
成　
２２

年
度
で
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平

成　

年
度
か
ら
の
新
た
な
基
本
計

２３
画
と
な
る
「
新
に
い
み
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の「
新
に
い
み
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
・
企
業
・

行
政
が
協
働
し
て
取
り
組
む
た
め

の
基
本
的
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
プ
ラ
ン
は
、
現
代
の

社
会
状
況
や
市
民
ニ
ー
ズ
等
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、「
新
見
市
男
女
共

同
参
画
審
議
会
」
か
ら
の
提
言
、

市
民
意
識
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
行
い
策
定
し
ま
し
た
。

�
計
画
の
基
本
理
念
と
目
標

理　

念

�
男
女
の
人
権
の
尊
重

�
社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は
慣

　

行
に
つ
い
て
の
見
直
し

�
政
策
・
方
針
の
立
案
お
よ
び
決

　

定
過
程
へ
の
共
同
参
画

�
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他

　

の
活
動
の
両
立

�
国
際
的
協
調

基
本
目
標
Ⅰ

あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の

男
女
共
同
参
画
の
促
進

基
本
目
標
Ⅱ

男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
て
の
意
識
づ
く
り

基
本
目
標
Ⅲ

男
女
共
同
参
画
の
た
め
の

働
く
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
Ⅳ

男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
づ
く
り

�
プ
ラ
ン
の
期
間

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度

２３

２７

ま
で
の
５
か
年
と
し
ま
す
。

　

「
新
に
い
み
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
は
、
市
の
男
女
共
同
参
画

推
進
の
拠
点
施
設
で
あ
る
「
新
見

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
」
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.ci

ty
.n
iim

i.o
k
a
y
a
m

a
.jp

/?ID
=1

6
3
7
4

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
広
報
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

　

男
女
が
性
別
に
と
ら
わ
れ

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能

力
を
十
分
発
揮
し
て
、
共
に

歩
み
、
共
に
責
任
を
担
う
べ

き
社
会
（
男
女
共
同
参
画
社

会
）
づ
く
り
の
た
め
の
施
設

と
し
て
、
み
な
さ
ん
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

女
性
相
談
員
が
、
対
人
関
係

や
家
庭
の
こ
と
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
耳
を
傾
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

色
々
な
情
報
が　
　
　
　

手
に
入
り
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情

報
紙
や
、
図
書
、
ま
た
、
貸
出

用
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
備
え
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
場
所

新
見
市
新
見
１
２
３
�
２

ま
な
び
広
場
に
い
み
２
階

メ
デ
ィ
ア
フ
ロ
ア
ー
南
側

■
開
設
時
間

毎
週
水
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）

　

時
〜　

時

１０

１８

電
話
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
�
�
６
１
５
９
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp

://w
w
w
.city

.n
iim

i.o
k

a
y
a
m
a
.jp

/?ID
=1

3
9
3
5

■
問
い
合
わ
せ
先

新
見
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

（
�
�
６
１
５
９
）

企
画
政
策
課
広
報
係

（
�
�
６
１
１
４
）

新
見
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ザ

を
ご
存
じ
で
す
か
？

新

男女がともに輝く社会
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市
長
室

だ
よ
り

　

新
見
市
で
は
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
に
よ
っ
て

整
備
し
た
高
速
大
容
量
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
を
活

用
し
、
教
育
分
野
に
お
け
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
か
ら
は
高
尾
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と

２２

１２

し
て
、
全
校
児
童
に
配
付
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（「
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
」）と
電
子
黒
板
を
利
用
し
た
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
電
子
黒
板
を
使
っ
て
学
習
に
必
要
な
資
料
を
示

し
た
り
大
切
な
箇
所
を
拡
大
す
る
な
ど
、
視
覚
的
な
効

果
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
学
習
内
容
が
よ
り
分
か
り
易

い
も
の
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
理
解
や
学
習
へ
の
興

味
・
関
心
を
一
層
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
利
用
に
よ
り
、
練
習
問
題
に
繰
り
返
し
取

り
組
む
な
ど
、
個
々
の
理
解
度
に
応
じ
て
知
識
や
技
能

の
習
熟
を
図
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も

た
ち
が
必
要
な
情
報
を
収
集
・
選
択
・
蓄
積
し
、
文
章

や
図
・
表
に
ま
と
め
て
表
現
し
た
り
、
教
え
あ
っ
た
り

す
る
な
ど
、
双
方
向
で
の
や
り
と
り
も
で
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
情
報
通
信
技
術
に
よ
る
環

境
整
備
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
内
全
て
の

小
・
中
学
校
に
児
童
生
徒
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
複
数
台
設

置
し
て
、
様
々
な
機
能
や
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
学
習
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情
報
を
利
用
し
て
学
習
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成　

年
度
に
は
、
市
内
の
全
て
の
幼
・
小
・
中
学
校

２１

の
各
学
級
に
大
型
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
設
置
し
、
映
像

機
器
や
パ
ソ
コ
ン
、
電
子
黒
板
な
ど
と
接
続
し
て
授
業

等
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
平
成　

年
度
か

２２

ら
は
、
市
と
全
て
の
学
校
、
先
生
の
パ
ソ
コ
ン
を
結
び
、

情
報
の
共
有
化
や
校
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　

世
紀
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
情
報
を
学
習

２１
や
生
活
に
有
効
に
生
か
す
能
力
や
、
多
く
の
情
報
を
正

し
く
判
断
し
モ
ラ
ル
を
守
り
な
が
ら
社
会
に
参
画
し
て

い
く
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、
日
々
刻
々
と
変
化
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

展
す
る
社
会
の
中
で
た
く
ま
し
く
生
き
ぬ
く
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
学
び
の
環
境
づ
く
り
」
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

〜　

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
学
び
の
環
境
を
め
ざ
し
て
〜

２１

教
育
委
員
会

教
育
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

■
任
期

　

平
成　

年
５
月　

日
ま
で

２５

２０

●教育長

　中   
なか

 田 
だ

 省 吾
しょう

   氏（高尾）
ご

故　
 
二  
萬  
都 
治
   

氏
に

に 

ま
ん 

く
に 

じ

　

叙
位（
正
六
位
）・
叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）

　

二
萬
都
治
氏（
元
新
見
市
立
草
間
台

小
学
校
長　

新
見
市
草
間
）に
、こ
の
度

叙
位（
正
六
位
）と
叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
萬
氏
は
、昭
和　

年
３
月
に
岡
山

２２

師
範
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
後
、昭
和　
２２

年
４
月
か
ら
阿
哲
郡
井
倉
小
学
校
に
教

諭
と
し
て
赴
任
さ
れ
、教
職
の
道
を
歩

み
始
め
ら
れ
ま
し
た
。以
後
、旧
高
梁
市
、

旧
新
見
市
内
の
小
学
校
で
教
諭
と
し
て

勤
務
さ
れ
、昭
和　

年
４
月
か
ら
新
見

４０

市
立
土
橋
小
学
校
で
教
頭
、昭
和　

年
５４

４
月
に
は
旧
大
佐
町
立
布
瀬
小
学
校
の

校
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。昭
和　

年
５９

４
月
か
ら
は
新
見
市
立
草
間
台
小
学
校

に
赴
任
さ
れ
、昭
和　

年
３
月
に
同
校

６２

を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
草
間
中
央
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
長
と
し
て
長
年
ご
活
躍
に
な
り
、地

域
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

新見市いぶきの里スキー場
指定管理者募集

■指定管理期間　平成２３年８月１日～平成２８年７月３１日（予定）　
■受 付 期 間　平成２３年４月２８日�～平成２３年５月２０日�
■問い合わせ先　商工観光課商工観光係（��６１３６）
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　新砥保育所が新築開設され、４月４日に開所式が行われました。

　この施設は、就学前児童の保育の充実、待機児童の解消を図るとともに、老朽化していた認

可外のへき地保育所（大田へき地保育所、蚊家へき地保育所）を廃止し、新たな認可保育所とし

て整備したものです。

　新砥保育所が、保護者や地域のみなさんのご支援をいただきながら、地域に根ざした保育所

として末永く愛されることを念願しています。

保 育 料保育時間対象年齢内　　　　容区分

世帯の所得や児童の
年齢により異なります

●通常保育
　８：００～１６：００
　（必要により７：３０～１８：３０）１～５歳児

日中に家庭で保育が十分
できない児童を保育します保育所

日額：２００円
または、月額：３,０００円

●延長保育
　１８：３０～１９：００

■問い合わせ先　こども課子育て支援係（��６１１５）

新砥
保育所
開所

◆受付場所　こども課、各支局地域振興課
◆受付期間　随時

奨
学
生
・
就
学
援
助
制
度

新
見
市
奨
学
生
募
集

■
応
募
締
切　

６
月　

日
�

１０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

 
（
�
�
６
１
４
６
）

  
就
学
援
助
制
度

　

市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
小
学
校
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
就
学
費
を

援
助
し
、
安
心
し
て
教
育
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
「
就
学
援
助
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

■
援
助
の
内
容

　

学
用
品
費（
新
入
学
時
を
含
む
）、

通
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、
修

学
旅
行
費
、学
校
給
食
費
な
ど

■
申
込
方
法

　

各
学
校
を
通
し
て
備
え
付
け
の

申
請
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限 　

６
月　

日
�

１０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

 
（
�
�
６
１
４
６
）

■
募
集
定
員

�
大
学
生
・
高
専
生
・
専
修
生　

人
１２

�
高
校
生
・
専
修
生（
高
等
課
程
）
３
人

■
応
募
資
格

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

・
父
母
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
人

が
新
見
市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

・
経
済
的
事
情
に
よ
り
就
学
が
困
難

で
あ
る
こ
と

・
学
業
や
品
行
が
よ
く
、
心
身
と
も

に
健
康
で
あ
る
こ
と

■
貸
与
月
額

�
大
学
生
・
高
専
生
・
専
修
生

　

３
万
３
千
円

�
高
校
生
・
専
修
生
（
高
等
課
程
）

　

１
万
４
千
円

※
い
ず
れ
も
無
利
子
で
、
卒
業
の
月

ま
で
貸
与
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

学
校
教
育
課
で
所
定
の
用
紙
を
受

け
取
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度 
新
見
市
奨
学
生

２３

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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議会�
レポート�

平成２３年
３月

　

市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月　

日
か
ら
３
月

２４

　

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
上
程

２２さ
れ
た
議
案
は
、
条
例　

件
、
予
算　

件
、
人
事

２５

２９

２
件
、
そ
の
他　

件
、
議
会
の
発
議
４
件
の
計　

２３

８３

件
で
し
た
。

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

１
、条
例
関
係

■
新
見
市
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成　

年
度
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
平
成　

年

２２

２３

６
月
期
の
期
末
手
当
と
勤
勉
手
当
を
改
定
す
る
条
例

を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置
の
許
可
等
に
関
す

る
条
例

　

今
後
、
ペ
ッ
ト
の
埋
火
葬
が
増
加
し
、
事
業
者
に
よ
る

ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
許
可

基
準
等
を
定
め
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
防
災
公
園
条
例

　

災
害
時
に
お
け
る
拠
点
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
場

と
し
て
開
設
し
た
新
見
市
防
災
公
園
の
設
置
や
使
用

に
つ
い
て
定
め
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
選
挙

区
に
関
す
る
条
例

　

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
挙
区
を
見

直
す
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

新
見
市
職
員
給
与
条
例
の
改
正
、平
成　

年
度

２３

一
般
会
計
予
算
、平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正

２２

予
算
、新
見
市
集
会
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、

新
見
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定
な
ど
を
可
決

２
、予
算
関
係

■
平
成　

年
度
一
般
会
計

２３

　

歳
入
歳
出
の
総
額
を
２
４
１
億
４ 
� 
３
３
３
万
円
と

す
る
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

○
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
事
業
…
１ 
� 
６
３
４
万
円

○
市
街
地
循
環
バ
ス
運
行
補
助
金
…
１ 
� 
０
０
０
万
円

○
総
合
防
災
訓
練
実
施
事
業
…
１ 
� 
０
０
０
万
円

○
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
調
査
事
業
…
５
８
８
万
円

○
塵
芥
処
理
施
設
整
備
事
業
…
５
億
１ 
� 
６
０
０
万
円

○
子
宮
頸
が
ん
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
・
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
…
６ 
� 
０
７
２
万
円

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
…　

万
円

３１

○
発
達
障
害
者
等
支
援
専
門
員
設
置
事
業
…
１
０
５
万
円

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
事
業
…
３
億
６ 
� 
７
６
３
万
円

○
思
誠
小
学
校
改
築
事
業
…
９
億
９ 
� 
２
３
１
万
円

○
公
立
大
学
本
館
・
体
育
館
整
備
事
業
…
６
億
５
５
０
万
円

○
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
整
備
事
業
…
９
０
０
万
円

○
地
域
循
環
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
支
援
事
業
補
助
金

…
１ 
� 
０
０
０
万
円

○
森
林
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
事
業
…
２
９
５
万
円

○
観
光
振
興
推
進
事
業
…
９
９
４
万
円

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

２２

　

国
の
地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
お
よ
び
事
業
費
や

補
助
金
な
ど
の
確
定
に
伴
う
増
減
補
正
で
、
歳
入
歳
出

予
算
か
ら
１
億
９ 
� 
５
９
１
万
円
を
減
額
し
、
補
正
後

の
総
額
を
２
５
０
億
１ 
� 
１
６
５
万
円
と
す
る
補
正
予

算
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

○
保
育
所
施
設
修
繕
事
業
…
２
８
０
万
円

○
幼
稚
園
施
設
修
繕
事
業
…
４
７
０
万
円

○
小
中
学
校
図
書
整
備
事
業
…
１ 
� 
６
０
０
万
円

○
図
書
館
整
備
事
業
…
３ 
� 
９
０
０
万
円

○
公
債
費
…
△
８ 
� 
２
２
７
万
円

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
…
△
１ 
� 
５
０
８
万
円

○
後
期
高
齢
者
医
療
費
…
△
４ 
� 
７
４
９
万
円

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

２２

　

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
１ 
� 
０
０
０
万
円
を
予

備
費
か
ら
組
み
替
え
る
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

３
、人
事
関
係

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

に
つ
い
て

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
、 
中  
島  
元 

な
か 

し
ま 

も
と

 
幸 
氏
、 
前  
本  
薫 
氏
、 
羽  
場  
秀  
男 
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

ゆ
き 

ま
え 

も
と 

か
お
る 

は 

ば 

ひ
で 

お

同
意
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
の 
藤  
野  
浩  
吉 
氏
が
辞
職
さ
れ
る

ふ
じ 

の 

こ
う 

き
ち

こ
と
か
ら
、
後
任
と
し
て
、 
中  
田  
省  
吾 
氏
を
任
命
す
る
こ

な
か 

だ 

し
ょ
う 

ご

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

４
、そ
の
他

■
平
成　

年
度
新
見
市
農
業
共
済
事
業
事
務
費
の
賦

２３

課
総
額
お
よ
び
賦
課
単
価
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
の
農
業
共
済
事
業
事
務
費
の
賦
課
総

２３

額
お
よ
び
賦
課
単
価
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

小
綿
２
号
線
、
川
原
１
号
線
、
橋
２
号
線
、
上
忠
２

号
線
を
市
道
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
集
会
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

小
岸
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
ほ
か
１
３
６
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

５
、議
会
の
発
議
関
係

■
新
見
市
議
会
基
本
条
例

　

市
議
会
で
は
、
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
市

議
会
の
姿
を
追
求
し
、
議
会
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
、
地

方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
も
視
野
に
入
れ
、
市

民
の
意
見
の
集
約
と
調
和
を
図
る
立
場
か
ら
、
主
権
者

で
あ
る
市
民
の
視
点
に
立
っ
て
新
見
市
の
あ
る
べ
き
姿

を
希
求
し
、
新
見
市
の
未
来
を
、
市
民
の
た
め
に
、
市
民

と
と
も
に
築
い
て
い
く
た
め
、
本
条
例
を
可
決
し
ま
し

た
。

■
新
見
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

　

議
員
が
、
市
政
に
関
し
市
民
の
厳
粛
な
信
託
に
応
え

る
代
表
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
議
員
の
政
治
倫
理
に

関
す
る
規
律
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
議
員
の
政
治
倫
理
の
確
立
を
図
り
、
も
っ
て
市
民
に

信
頼
さ
れ
る
公
正
で
真
に
開
か
れ
た
民
主
的
な
市
政
の

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、本
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
保
育
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書

　

憲
法
第　

条
、
児
童
福
祉
法
第
２
条
の
理
念
に
基
づ

２５

き
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
保
障
す
る

た
め
に
、
現
行
保
育
制
度
を
堅
持
、
拡
充
す
る
こ
と
や

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
童
保
育
お
よ
び
子
育
て
支
援
関

連
予
算
を
大
幅
に
増
や
し
、
子
育
て
に
か
か
わ
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
を
、

内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
提
出
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま

し
た
。

■
県
産
材
の
需
要
拡
大
施
策
と
水
源
林
へ
の
「
お
か
や
ま
森

づ
く
り
県
民
税
」の
積
極
的
投
入
を
求
め
る
意
見
書

　

県
産
材
の
需
要
拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、「
お
か
や

ま
の
木
で
家
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
助
成
金
額
を
中
国

地
方
の
他
県
の
類
似
制
度
と
同
額
程
度
（　

万
円
）
に

５０

拡
大
し
、
そ
れ
に
併
せ
て
国
際
森
林
年
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

こ
と
や
水
源
林
を
守
り
、
地
域
林
業
、
木
材
産
業
を
振

興
す
る
た
め
、「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」
を
積
極

的
に
投
入
し
、行
っ
て
い
る
事
業
の
更
な
る
充
実
と
拡
大

を
図
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
、
岡
山
県
知
事
に
提

出
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局（
�
�
６
１
５
１
）
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自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
登
録

（
届
け
出
）内
容
に
基
づ
き
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

５
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
５
月　

日
３１

�
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関

な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
指
定
預
金

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
の
車
検
に
は

納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。
納

税
の
際
の
領
収
書
に
証
明
書
が

つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

（
自
動
車
税
）

　

岡
山
県
自
動
車
税
事
務
所

　

（
�
０
８
６
�
２
７
３
�　

　

９
２
９
５
）
ま
た
は
、

　

岡
山
県
備
中
県
民
局
税
務
部

　

（
�
０
８
６
�
４
３
４
� 

　

７
０
１
３
）

（
軽
自
動
車
税
）

　

税
務
課
市
民
税
係

　

（
�
�
６
１
１
７
）

自動車税・

軽自動車税
 は

　 　   ５月
３１日（火）

 までに

　 　    納
めましょう

 ！

今般の地震の被害を受けて避難をされているみなさん

納税地を所轄する税務署の管轄外に避難されているみなさんの

最寄りの税務署でもお受けすることができます
　青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県の納税者につきましては、国税に関する申告･納付など

の期限の延長を行いました｡

　この他の地域に納税地のある人につきましても、交通途絶等により申告・納付などが困難な場合は、

期限延長が認められますので、状況が落ち着いた後、最寄りの税務署にご相談ください｡

国税に関するご相談等は

還付金の支払について
　すでに申告を行っている還付金の支払時期などの確認をされる場

合は、最寄りの税務署へお問い合わせください｡

納税証明書の交付について
　最寄りの税務署でも納税証明書交付申請書を受け付けていますの
で、ご相談ください。
　なお、納税証明書の交付まで多少の日数がかかる場合があります。

新見税務署
住　　所　新見市新見７２１の１
最寄り駅　ＪＲ伯備線　新見駅　徒歩２５分
電話番号　�０８６７�０９５１
　　　　　 （ガイダンスに従って「２番」を押してください。）

最寄りの税務署はこちらです

●�
GS

●�
片岡工業�

新見消防署�
●�
�

国道１８０号�

新見警察署�
●�
�

●�
新見市役所�

ローソン●�
�

新見税務署�
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今年度から報償金を
年２回まで受け取る
ことができます道路愛護

　道路の維持保全のため、地域住民が自主的に道路愛護の目的をもって

道路愛護会を組織し、次に掲げる活動を行った場合に報償金などを支給します。

■道路愛護会の主な事業

①道路の草刈り、側溝清掃などの環境美化活動

②区域内の道路の維持補修

③道路の崩壊箇所などの報告

④災害発生等緊急時の応急措置など

■愛護会報償金

①道路の環境美化活動実施延長に対して１， ０００円／１００ｍ（ただし、年２回を限度とする。）

②事業実施のためのボランティア保険料（ただし、年間掛金３００円／人を限度とする。）

※作業実施から時間が経過すると確認ができなくなりますので、作業後は速やかに

　事業実施報告書の提出をお願いします。また、年２回実施される団体は１回ごとに報告してください。

■問い合わせ先　　建設課維持管理係（��６１３１）

　　　　　　　　　大佐支局地域振興課（��２１１２）　　神郷支局地域振興課（��６１１２）

　　　　　　　　　哲多支局地域振興課（��２１１２）　　哲西支局地域振興課（��２１１２）

６月か ら受付を開始 します　　　　     

下水道排水設備指定工事店
　下水道の排水設備工事は、指定工事店でない

と施工できないことになっています。

　市の公共下水道などの排水設備工事を実施し

ようとする工事業者は、新見市公共下水道排水

設備指定工事店の指定を受けることが必要です。

　市では、次の要領で本年度の下水道排水設備

指定工事店の指定申し込みを受け付けます。

■受付期間　

　６月１日�～３０日�

　８：３０～１７：００まで　※閉庁日を除く

■申し込み・問い合わせ先

　下水道課管理係（��６１３８）

●下水道排水設備工事責任技
術者が１人以上専属してい
ること

●工事の施工に必要な設備お
よび器材を有していること

●岡山県内に営業所があるこ
と

●その他（市税などの滞納が
ないこと）

指定の要件
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住宅用火災警報器 ６月１日から完全義務化へ!!
　５月末で住宅用火災警報器の設置猶予期間が終了し、いよいよ６月から

設置が完全義務化となります。

　この警報器は火災の発生を知らせることで就寝時などからの逃げ遅れを

なくし、ご自身あるいはご家族の大切な命を守ることができる大変有効な

ものです。

　また、設置された方々から「命を守ることができた」という声も寄せら

れています。

　まだ取り付けがお済みでないご家庭は、早めに設置しましょう。

■問い合わせ先　　新見市消防本部　予防課　（��２１１９　FAX�８５８３）

オキシダント情報メール配信サービス
　大気汚染物質が原因として発生する「光化学オキシダント」は目に見えず、においもありません
が、気温が高く風が弱い日中に濃度が高くなりやすく、目がチカチカしたり息苦しくなるなどの症
状が出ることがあります。
　岡山県では、オキシダント情報などを発令すると同時に、携帯電話に情報をメール配信するサー
ビスを行っておりますので、ぜひご利用ください。なお、サービスの利用は無料ですが、通信費は
利用者負担となります。

発令されたときは…
　情報や注意報が発令されたときは、屋外での運動は控
え、出来るだけ窓を閉めた屋内で活動するようにしてく
ださい。特に子どもや高齢者は注意が必要です。

URL：http://homepage2.nifty.com/okayamataiki/mail/touroku.htm

■問い合わせ先

　生活環境課環境保全係

　（��６１２４）
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新
見
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
岡
山
県
決
定
）

の
変
更
原
案
の
縦
覧
お
よ
び

公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

�
縦
覧
期
間

　

５
月　

日
�
〜
６
月
３
日

２０

�
の
土
・
日
を
除
く
開
庁

時
間
内

�
縦
覧
場
所

　

岡
山
県
都
市
計
画
課

　

新
見
市
都
市
整
備
課

�
意
見
書

　

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ

う
と
す
る
人
は
、
６
月
３

日
�
ま
で
に
意
見
書
を
岡

山
県
都
市
計
画
課
ま
た
は

新
見
市
都
市
整
備
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
公
述
人
の
選
定

　

意
見
書
を
提
出
し
た
人
が

多
数
の
場
合
は
、
公
述
人

の
人
数
ま
た
は
時
間
を
あ

ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原

案
に
関
係
な
い
意
見
は
述

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

�
公
聴
会
の
日
時
・
場
所

　

７
月
７
日
�　

時　

分

１３

３０

　

新
見
市
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
２
階
大
会
議
室

※
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
の

提
出
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

公
聴
会
は
中
止
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
中
止
の
場
合
、
県

公
報
に
よ
り
通
知
さ
れ
る

と
と
も
に
岡
山
県
都
市
計

画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
都
市
計
画
課（
岡

山
市
北
区
内
山
下
２
�
４
�

６
）�
０
８
６
�
２
２
６
�

７
４
９
２

�内　　容
　栄養教室とは、教室終了後に地域で栄養委員として活動して
　いただくための栄養委員養成講座です。
　健康づくりの３本柱である「食事」・「運動」・「休養」など健康生活に関する正しい知
識と技術を習得し、栄養委員として「健康づくりの実践者」を目指しながら、食生活
に役立つ内容を楽しく学ぶ教室です。

�対　　象
　地域の健康づくりに関心があり、栄養委員として活動をして
　いただける人なら、男女を問わずどなたでも参加できます。

�開催時期　
　平成２３年６月～平成２４年３月まで（年間１０回程度）

�場　　所　新見市保健福祉センター（金谷）

�参 加 費　材料代等の実費

�申込方法
　健康づくり課へ電話でお申し込みください。

�申込締切　平成２３年５月２０日�

�申し込み・問い合わせ先　
　健康づくり課健康支援係（��６１２９）

栄養教室参加者募集 ！

第１回

栄養教室
のご案内

�開催日時�
平成23年６月21日�

９：００～

�開催場所�
新見市保健福祉センター

（金谷）

栄養委員の養成講座
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◆
地
籍
調
査
が
終
わ
っ
て　

　

い
る
と

 
土
地
に
関
す
る
様
々
な 

 
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

・
隣
地
と
の
境
界
確
認
が
円
滑

に
で
き
ま
す
。　
　

・
実
測
面
積
と
登
記
簿
面
積
と

の
差
違
が
な
く
な
り
ま
す
。

・
土
地
の
正
確
な
位
置
、
形
状

等
が
分
か
り
ま
す
。

 
災
害
復
旧
が
迅
速
に

・
被
災
前
の
土
地
の
状
況
が
迅

速
に
、
正
確
に
復
元
で
き
ま

す
。

・
権
利
関
係
が
明
確
に
な
り
、迅

速
に
復
旧
工
事
に
着
手
で
き

ま
す
。

　

法
務
局
に
は
、
明
治
初
期
に
つ
く
ら
れ
た
公
図（
切

絵
図
・
字
切
図
）し
か
備
え
付
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
が

大
半
で
す
。

　

こ
れ
で
は
土
地
の
正
確
な
形
や
境
界
が
分
か
り
に
く

く
、
し
ば
し
ば
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
原
因
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
地
籍
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
地
籍
調
査
は
、
国
・
県
の
補
助
を
受
け
、
市
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
行
い
ま
す
の
で
、
所
有
者
の
費
用
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地籍調査で
確かな財産管理

土
地
の
戸
籍
を
地
籍
と
言

い
、
地
番
・
地
目
・
境
界
・

面
積
・
所
有
者
な
ど
の
情
報

を
明
ら
か
に
す
る
調
査
が
、

地
籍
調
査
で
す
。

法
務
局
に
は
、
こ
れ
ら
の
情

報
が
記
載
さ
れ
た
登
記
簿

と
そ
れ
に
附
属
す
る
地
図

が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
地
籍
調
査
が
行
わ
れ

る
こ
と
で
、
登
記
簿
の
情
報

が
正
し
く
改
め
ら
れ
、
地
図

が
正
確
な
も
の
に
差
し
替

え
ら
れ
ま
す
。

◆
平
成　

年
度
地
籍
調
査
の

２３

　

実
施
内
容

※
調
査
後
の
閲
覧

　

石
蟹
の
一
部
・
神
郷
油
野
の

一
部
・
哲
西
町
八
鳥
の
一
部

※
現
地
調
査

　

長
屋
の
一
部
・
哲
多
町
蚊
家

の
一
部

◎
土
地
所
有
者
お
よ
び
管
理
者

の
み
な
さ
ん
に
は
、
説
明
会

の
出
席
、
調
査
準
備
や
現
地

立
会
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
国
土
調
査
係

　

（
�
�
６
１
３
１
）

市
民
運
動
公
園
の
工
事
に
伴
い
利
用
を
休
止

し
て
い
た
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
が
、

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
所

在

地　

新
見
市
下
熊
谷　

番
地
５

２３

■
予
約
方
法　

利
用
日
の
７
日
前
ま
で
に
新
見
市

　
　
　
　
　
　

民
体
育
館
へ
電
話
で
予
約
し
て
く

　
　
　
　
　
　

だ
さ
い
。

■
受
付
時
間　

９
時
〜　

時
ま
で　
　

１７

■
定

休

日　

年
末
年
始

■
概　
　

要　

野
外
炊
事
場
２
棟
、
テ
ン
ト
サ
イ

　
　
　
　
　
　

ト
２
か
所
、
野
外
活
動
棟
１
棟
（
木

　
　
　
　
　
　

造
平
屋
、
４
２
７
�
）、

　
　
　
　
　
　

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
有
り

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
民
体
育
館（
�
�
７
３
８
９
）

青少年野外
活動センター
をご利用ください
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■内容

　文字入力の基礎、インターネット体験（３回連続）

■対象

　初めてパソコンをさわる人、さわったがよくわから

ないので再度挑戦してみたい人

■日時

　５月２５日�、２６日�、２７日�

　時間はいずれも１０：００～１２：００

■会場

　まなび広場にいみ２階パソコン教室

■参加費

　１,０００円（テキスト代は別途）

■定員

　２０名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（パソコン講座５月・初めてのパソコン）、

郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入し

て、ハガキまたは電話・ＦＡＸで申し込みください。

　また、まなび広場にいみ受付にも申込用紙を用

意しておりますのでご利用ください。

■申込締切

　５月１７日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０－３

　生涯学習課生涯学習係

 （��６１４７）（��６１２０）

パソコン講座�パソコン講座�
まなび広場にいみ主催

5月 初めてのパソコ ン ！

　第28回哲多ふる里すずらんまつりを開催します。ステージでは子ども備中神
楽や哲多中学校生徒による銭太鼓などが催されます。また、会場では飲食や特産
品などのテント村も開かれますので、終日楽しめます。
　ご家族やご近所でお誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

　※駐車場はせせらぎ公園（哲多町本郷　城谷河川公園）をご利用ください。

問い合わせ先�哲多ふる里すずらんまつり実行委員会／ 哲多支局地域振興課（��２１１１）

６月５日 � ９：３０～１５：００
本郷小学校周辺で開催

 　

哲
多
ふ
る
里

 　

す
ず
ら
ん
ま
つ
り

家
族
み
ん
な
で

家
族
み
ん
な
で

楽
し
も
う
！

楽
し
も
う
！

家
族
み
ん
な
で

家
族
み
ん
な
で

楽
し
も
う
！

楽
し
も
う
！

第２８回
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■市長室からこんにちは ！ 　 《毎日》 ９：００・１３：３０・１８：３０・２２：００
■もう付けましたか？「消太君と学ぶ住宅用火災警報器」　《毎日》 １０:３５・１６:００・２１:３５
■「にいみにっこりクッキング」～ニュー 乳 クッキング 牛乳・乳製品利用料理　《毎日》 １１:００・１４:３０・２０:３０

にゅう

■身近な科学を楽しもう「にいみおもしろサイエンス 第５回」ふしぎ？サイエンス　《毎日》 １０:００・１７:００・２１:００
■「みんなで始めようニュースポーツ」 ～ふらばーるバレー編～　《毎日》 ８：３０・１６：３０・１９：３０
■郷土の偉人・太田辰五郎とは？ 「千屋牛物語」　《毎日》 １１:３０

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせ等）を放送しています。

■問い合わせ先　企画政策課広報係（��６１１４）

行政チャン ネル番組表 ５月１日～

第１３回

新見公立大学・短期大学大学祭

鳴滝祭鳴滝祭

1 3－one 愛スクールMATE大学祭テーマ�

20115 1 4 1 5土 日

■問い合わせ先　新見公立大学・短期大学 鳴滝祭実行委員会（��８３５９内線１５８）

�チャリティバザー、ミスコンなど14 日（土）

�鳴滝祭お笑いライブ（狩野英孝、桜・稲垣早希）
�カラオケなど

15 日（日）

【新見市内のプレイガイド等での販売…前売券６００円，当日券７００円】
備北民報社、お好み焼きあい、フィール、家元電器㈱、横井商店、フナコシ、㈲備北トラベル、
Ｙフーズショップ（西方土井）、ローソン（ローソンチケット）、市外ではセブンイレブン（セブンチケット）

【電子メールでの予約】
前売り券予約メールアドレス　narutaki@niimi-c.ac.jp
①件名は「チケット予約」と記入してください。
②予約者の氏名・住所・電話番号、希望枚数を明記してください。
※５月１４日の１８時まで受け付けています。

前売り券の購入・予約方法

菓子まき、バザー
などの楽しい

催し物がいっぱいです。
ご家族、お友達を

お誘い合わせのうえ、
ぜひご来場ください。

狩野英孝狩野英孝

桜・稲垣早希 桜・稲垣早希

講　師テーマ日　程

新見公立短期大学

助教　 松  永  美  輝  恵 
まつ なが み き え

いきいき在宅介護　 
～介護は“私”の問題～

６月３日（金）
１３：００～１４：３０

第1回

山田方谷記念館

館長　 岡  田  克  三 
おか だ かつ み丸川松隠と山田方谷との関係について

６月１０日（金）
１３：００～１４：３０

第2回

新見公立短期大学

講師　 芝  �  美  和 
しば さき み わ健康心理学でストレスや病気に強くなる

６月１７日（金）
１３：００～１４：３０

第3回

新見公立大学

教授　 宇  野  文  夫 
う の ふみ おウイルスによる病気のはなし

６月２４日（金）
１３：００～１４：３０

第4回

�会　　場：新見市学術交流センター　３Ｆ交流ホール（新見公立大学・短期大学敷地内）
�対　　象：学びたい人はどなたでも
�受 講 料：１,０００円（４回通し分）※選択受講の場合は、１講座５００円
�申込期限：随時受け付けます
�申込方法：新見公立大学　学務課へ電話で申し込みください
�申し込み・問い合わせ先：新見公立大学 学務課（��０６３４）

平成23年度平成23年度 新見公立大学・短期大学 公開講座新見公立大学・短期大学 公開講座
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まちやむらの�あ�れ�こ�れ�

　

ま
ず
、
賀
島
さ
ん
の
民
話
の
方
言
を

先
生
方
が
共
通
語
に
直
し
て
子
ど
も

た
ち
に
話
し
て
聴
か
せ
、
内
容
を
理
解

さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
役
割
分
担
を
し
て
、
背
景
を

描
く
、
人
物
そ
の
他
ぺ
ー
プ
サ
ー
ト
を

描
く
、
そ
れ
を
合
体
さ
せ
て
映
像
づ
く

り
、
音
楽
・
効
果
音
を
レ
フ
ト
に
、
絵
に

合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
の
方
言
の
音
声

を
ラ
イ
ト
に
ス
テ
レ
オ
取
り
…
と
、
大

変
な
労
力
の
い
る
も
の
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
哲
西
町
で
開
か
れ
る
「
民

話
の
つ
ど
い
」
へ
の
参
加
が
契
機
と
な

り
、
下
野
部
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
呼
ば

れ
て
、
作
品
を
発
表
す
る
な
ど
賀
島
ク

ラ
ブ
の
活
動
は
盛
ん
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
と
し

１３

て
学
校
教
育
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ

た
取
組
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が

新
設
さ
れ
て
か
ら
は
、
野
馳
小
学
校
で

は
、
５
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
「
賀
島
飛
左
お
ば
あ
さ
ん
の
昔
話
紙

芝
居
風
ア
ニ
メ
」
の
創
作
を
組
み
入
れ

て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
野
馳
小
学
校
で
行
わ
れ
る

野
馳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
５
年

生
が
賀
島
飛
左
さ
ん
の
民
話
の
紙
芝

居
風
ア
ニ
メ
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
ニ
メ
発
表
、
な
か
な
か
伝
統

が
あ
る
も
の
で
す
。

　

で
は
、
野
馳
の〈
宝
〉探
し
へ
ご
案

内
し
ま
し
ょ
う
。

賀
島
飛
左
さ
ん
と
は
…

　

１
８
９
６
年（
明
治　

年
）３
月
に
、

２９

哲
西
町
下
野
部
川
南
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
小
さ
い
時
か
ら
一
度
聞
い
た
こ
と

は
忘
れ
な
い
ほ
ど
記
憶
力
が
よ
く
、
昔

話
が
好
き
で
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
昔

話
を
聞
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
昔
話
の

優
れ
た
語
り
手
と
い
う
こ
と
で
、
１
９

７
３
年
２
月
、
哲
西
町
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
一
番

多
い
と
言
わ
れ
る
六
百
話
以
上
も
の

昔
話
を
語
り
継
ぎ
、
１
９
８
６
年
９
月

に　

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

９０

　

昨
年
度
の
５
年
生
は
、
紙
芝
居
風
ア

ニ
メ
を
制
作
し
、
野
馳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
農
作
業
帰
り
の
飛
左
お
ば
あ

さ
ん
に
昔
話
を
聴
か
せ
て
く
れ
と
せ

が
む
子
ど
も
た
ち
を
劇
化
し
「
母
の
開

眼
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
昔
あ
る
と
こ
ろ
に
…
」
で
始
ま
り
、

「
…
昔
こ
っ
ぷ
り
」
で
終
わ
る
。

　

民
話
の
世
界
の
魅
力

�〈
野
馳
の
宝
〉

　

毎
年
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品
と

し
て
、
哲
西
図
書
館
に

寄
贈
し
て
い
ま
す
。　

　

後
輩
た
ち
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
大
事
な

宝
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

紙
芝
居
風
ア
ニ
メ
の　
　
　

始
ま
り
は
…

　

平
成　

年
頃
、
当
時
生
涯
学
習
課
に

１０

お
勤
め
の
浅
井
幹
夫
さ
ん
は
、
郷
土
の

宝
〈
賀
島
飛
左
さ
ん
の
昔
話
〉
を
大
切

に
し
後
世
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

浅
井
さ
ん
か
ら
話
を
聞
か
れ
た
村

上
平
先
生
が
、
賀
島
飛
左
さ
ん
の
昔
話

を
残
し
て
い
く
手
法
と
し
て
紙
芝
居

風
の
ア
ニ
メ
を
発
案
さ
れ
、
当
時
野
馳

小
学
校
に
勤
め
て
お
ら
れ
た
先
生
方

と
一
緒
に
ア
ニ
メ
づ
く
り
を
始
め
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
第
２
土
曜
日
を
活
用
し
た

土
曜
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
今
に
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。　

野
馳
小
学
校

 
郷
土
の
宝

語
り
部〈 
賀  
島  
飛 
左
   

さ
ん
〉

か 

し
ま 

ひ 

さ

未
来
に
伝
え
る
子
ど
も
た
ち
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う
で
す
。
マ
ン
サ
ク
の
他
に
も
カ
タ
ク

リ
の
花
や
ヤ
マ
ユ
リ
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

群
生
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ん
さ
く
園
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら

無
料
で
一
般
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。
来

園
さ
れ
た
方
々
に
、
よ
り
大
き
な
喜
び

と
感
動
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
と
、
柴
田
さ
ん
は
日
々
園
内
の
維
持

管
理
・
整
備
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

場
所
は
大
佐
山
の
麓
の
奥
谷
地
区
で

す
。
県
道
勝
山
新
見
線
の
小
南
か
ら
菅

生
方
面
へ
と
別
れ
て
入
る
と
、
途
中
要

所
要
所
に
黄
色
い
案
内
版
が
設
置
し
て

あ
る
の
で
す
ぐ
解
り
ま
す
。

す
る
素
晴
ら
し
い
花
と
言
わ
れ
、
市
花

に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
京
の
小
石

川
植
物
園
の
標
本
木
と
し
て
植
栽
さ
れ

て
い
た
「
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
」
が
枯
れ

た
際
に
は
、
柴
田
さ
ん
が
育
て
た
木
が

新
見
市
に
よ
り
標
本
木
と
し
て
寄
贈
さ

れ
た
そ
う
で
す
。「
郷
土
ゆ
か
り
の
名
を

持
つ
花
を
自
分
の
手
で
増
や
し
た
い
。」

と
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
の
群
生
地
を
造
り

県
内
外
か
ら
の
来
客
を
招
い
て
地
域
づ

く
り
の
一
助
に
な
れ
ば
と
四
十
年
間
努

力
さ
れ
つ
づ
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
で
は
苗
木
を
含
め
る
と
数

千
本
の
マ
ン
サ
ク
が
根
付
い
て
い
る
そ

　

�
裏
山
を
マ
ン
サ
ク
の
花
咲
く
癒
し

の
植
物
園
に
�
と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

柴
田
光
政
さ
ん
の
「
ま
ん
さ
く
園
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
柴
田
さ
ん
は
花
を
素

材
に
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
も
う
と
、
当
地
方
に
自
生
す
る
花

木
・
山
野
草
を
主
体
に
、
栽
培
技
術
を

研
究
し
育
成
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
自
宅
裏
山
の
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

園
内
に
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
、
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
、
山
野
草
な
ど
た
く
さ
ん
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に「
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
」

は
植
物
学
者
の
故
牧
野
富
太
郎
博
士
が
、

新
見
市
内
で
発
見
さ
れ
た
地
域
を
代
表

自
宅
裏
に
自
力
で
植
物
園
を
！

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
新
見
市
報

道
委
員
が
取
材
、
編
集
を
行
う
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

　

季
刊
ご
と
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
身
近
な
話
題
を
お
届
け
し
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
新
見
市
報
道
委
員
】（
敬
称
略
）

戸
田　
　

博
（
上
熊
谷
）

定
岡　

豊
秋
（
西
方
）

橋
本　

直
人
（
新
見
）

宮
田　

恵
介
（
新
見
）

吉
本
美
由
喜
（
大
佐
田
治
部
）

小
谷　

明
美
（
神
郷
釜
村
）

木
村
貴
美
子
（
哲
多
町
本
郷
）

川
上
智
枝
子
（
哲
西
町
矢
田
）

山
本
久
美
子
（
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員
長
）

上
山　
　

晋
（
企
画
政
策
課
長
）

ちょっと�
ひといき�
Have a break.
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ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
大
地
震
の
一

報
を
受
け
、
国
は
違
え
ど
も
同
じ
語
学

留
学
を
し
て
い
る
わ
が
子
と
重
な
り
か

な
り
の
衝
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
未
だ

安
否
の
確
認
が
と
れ
て
い
な
い
多
く
の

日
本
人
留
学
生
、
現
地
に
赴
い
て
も
規

制
区
域
か
ら
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
家

族
。

　

想
像
を
超
え
る
心
の
痛
み
が
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。�
一
刻
も
早
く
�

と
の
思
い
も
過
ぎ
行
く
時
間
に
は
逆
ら

え
な
い
よ
う
で
す
。

　

我
が
娘
は
、
現
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ス
ワ
ン
ヒ
ル
へ
留
学
し
て
い
ま
す
。

去
る
１
月
中
旬
母
国
を
離
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
北
の
州
、

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
で
大
規
模
な
洪
水

が
あ
っ
た
時
で
す
。
サ
イ
ク
ロ
ン
の
影

響
も
あ
り
関
空
か
ら
の
出
発
が
大
幅
に

遅
れ
、
欠
航
便
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。
出

発
ロ
ビ
ー
は
大
混
雑
で
的
確
な
情
報
も

入
ら
ず
大
変
な
騒
ぎ
で
し
た
。
３
社
程

の
航
空
会
社
が
臨
時
に
飛
行
機
を
出
発

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
場
に
い

た
人
々
は
何
と
か
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

 山  田  理 恵   さん

やま だ り え

［大佐田治部］

途
中
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
で
降
ろ
さ
れ

バ
ス
に
乗
っ
て
各
地
へ
移
動
と
な
っ
た

そ
う
で
す
が
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
英
語
、

誘
導
ス
タ
ッ
フ
は
不
足
、
ほ
し
い
情
報

は
分
か
ら
ず
…
こ
こ
で
多
く
の
日
本
人

が
言
葉
の
壁
な
ど
で
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
娘
が
一
役
買
っ
て
出
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
日
本
人
観
光
客
を
そ

れ
ぞ
れ
の
バ
ス
に
誘
導
、
乗
車
さ
せ
人

数
の
確
認
を
空
港
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
る

と
い
う
仲
介
役
を
し
た
そ
う
で
す
。
後

に
州
知
事
か
ら
感
謝
状
が
届
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昨
日
は
学
校
や
町
の
人
た

ち
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
焼
き
そ
ば
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
を
行
い
、
そ
の
収
益
を
被

災
地
に
送
る
と
い
う
会
を
計
画
、
実
行

し
た
そ
う
で
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
学
ば
せ
て
頂
い

て
い
る
感
謝
の
気
持
ち
と
被
災
者
等
へ

の
奉
仕
の
精
神
は
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
大
き
く
役
立
つ
も
の
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

わ
が
子
と
言
え
ど
、
日
本
人
高
校
生

が
と
っ
た
行
動
に
感
銘
し
て
い
ま
す
。

 　

私
は
新
見
市
内
に
住
ん
で
い

ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
新
見
で
過

ご
し
、
短
大
で
の
生
活
も
一
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
新
見
は
人
口
が
少

な
く
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

人
と
人
と
の
関
わ
り
が
深
く
優
し

い
人
が
多
い
温
か
な
町
で
す
。
私

は
短
大
に
通
い
な
が
ら
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト

先
に
買
い
物
に
来
ら
れ
る
人
の
中

に
知
り
合
い
が
い
た
り
、
よ
く
来

ら
れ
る
人
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
え

た
り
と
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
方
と
会

話
を
し
て
笑
顔
に
な
っ
て
く
だ
さ

っ
た
り
、
気
配
り
を
す
る
こ
と
で

喜
ば
れ
た
り
と
嬉
し
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
介
護
福
祉
士

を
目
指
し
て
い
る
私
に
は
高
齢
者

の
方
と
関
わ
る
こ
と
の
勉
強
に
も

な
り
ま
す
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
参
加
で
、
困
っ
て
い
る
人
の

助
け
に
な
っ
た
り
、
何
か
の
手
伝

い
が
で
き
た
り
す
る
こ
と
で
新
見

の
人
た
ち
と
ふ
れ
合
い
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
に
は
新
見
市
内
に
就
職

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
就
職

し
た
ら
相
手
を
思
い
や
り
、
お
互

い
助
け
合
え
る
よ
う
な
職
員
に
な

り
た
い
で
す
。
ま
た
、
自
分
が
育

っ
て
き
た
新
見
と
い
う
町
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私 
の 
ふ
る 
さ 
と 
か 
ら 
見
た 「
新
見
」

で
愛
、ふ
れ
愛
、た
す
け
愛

新
見
公
立
短
期
大
学

地
域
福
祉
学
科　 
本  
多   
阿  
佑 
美
   

さ
ん

ほ
ん 

だ 

あ 

ゆ 

み

　
　
　
　
　
　

（
出
身 ‥

新
見
市
足
立
）

州知事からの
感謝状


